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かほ【夕顔】（９ウ）　しほいり【塩炒り】（15 オ）　たくひ【類】（16 ウ）　うを（17 オ）　






（10 オ）　きふり【胡瓜】（10 オ）　かわ【皮】（12 ウ）　ミへぬ【見えぬ】（15 オ）　やま　　　
さわ【山沢】（15 ウ）　さわる【障る】（16 ウ）　ならい【倣ひ】（16 ウ）　うへす【飢ゑず】






























　○もちひかた【用ゐ方】（１オ）　まへ【前】（11 ウ・16 オ・18 オ）　あほひのミ【葵の実】　　　
（19 オ）
　●もちへかた（２オ）　用へ来る【用ゐ来る】（16 ウ）　きりあひ【切り和へ】（１ウ・８
ウ　・11 ウ）　みそあひ【味噌和へ】（13 オ）　 替ひ【替へ】（４オ）  ましひ【交じへ】（９
ウ）　まひ【前】（13 ウ・14 オ・16 オ）　 こしらひかた【拵へ方】（15 オ） 　こしらひ用
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…中略…秋田県 131　山形県 139　福島県 062…後略…
　Ｃぬすびとあし【盗人足】〔名〕［方言］①大きな足。◇ぬすどあし　島根県益田市 725　　　
②植物、おにのやがら（鬼矢柄）。山形県東置賜郡 139　③植物、なるこゆり（鳴子百合）。




































　　あいこ・どうぐい・がば / がばのつの・さわくきたち・しちこ / はたけしちこ・どほな











飯粮集 かてもの 1石栗・2高垣・3日国 物類称呼 米沢言音考 米沢方言辞典
見出語形・所在箇所 別称 見出語形・所在箇所 別称 現代和名 番号 見出語形 頁 見出語形 標準形 見出語形
植
物
あいこ・15ｳ あいこ･15ｳ ミヤマイラクサ（イラクサ科） 2 あいこあひこ･27ｳ
あかざ･8ｳ あかざ･14ｳ シロザ・アカザ（アカザ科） 2
あさつき･10ｳ あさづき･15ｵ アサツキ（ユリ科） 2 冬葱　ねぎ 41下 あさずき
あさみ･2ｳ･20ｳ あざみ･15ｵ ナンブアザミ（キク科） 2
― さわあざみ･16ｵ サワアザミ（キク科） 2
あつき･21ｵ ―
アヅキ（マメ科） 2 →あずきまんまあつきのは･3ｳ あづきの葉･15ｵ
あまところ･21ｳ ― アマドコロ（ユリ科） 1
あまな･27ｵ ― ソバナ（キキョウ科） 1
あめふりはな･5ｳ ひるかほ あめふりばな･15ｵ ひるがほ ヒルガオ・コヒルガオ（ヒルガオ科） 2 鼓子花　ひるがほ 47上 あめふりばな 旋花［ヒルガヲ］ あめふりばな
青木ば葉･29ｵ ― ヒメアオキ（ミズキ科） 1




いとな･16ｵ ― キョウナ・ミブナ（アブラナ科） 3 菘　な 41上
いわたら･15ｵ ― ヤマブキショウマ（バラ科） 2
うこき･14ｵ
― ヒメウコギ（ウコギ科） 1 →うこぎぐねうこきのね･17ｵ
― うしひたい･10ｳ ミゾソバ（タデ科） 2 牛面艸　たそば 51下 うしひたい
うしひる･11ｵ うしひる･10ｵ ギョウジャニンニク・ツルボ（ユリ科） 2
うつき･14ｵ ― ウツギ（ユキノシタ科） 1
うと･12ｵ ― ウド（ウコギ科） 1 独活　うど 44上
うはのち･5ｳ うつぼくさ うばのち･10ｵ うつぼくさ ウツボグサ（シソ科） 2
うるい･1ｳ･20ｳ･27ｵ 小きほうし うるゐ･10ｵ オオバギボウシ・トウギボウシ（ユリ科） 2 うるい
うるし･13ｵ ― ウルシ・ニワトコ（ウルシ科） 1
― をゝづちは･5ｳ オトコエシ（オミナエシ科） 2
おけら･6ｵ･21ｳ をけら･5ｵ オケラ（キク科） 2




かき･14ｳ ― カキ（カキノキ科） 1
かたゝこ･8ｳ かたゝご･7ｳ カタクリ（ユリ科） 2 かだだこ 片栗 かだだご　 　かたたご
がばのつの･4ｳ がば がば･8ｵ ガマ（ガマ科） 2
かぶら･3ｵ かぶらな･12ｳ カブラ（アブラナ科） 1 菘　な 41上
かもふり･9ｳ ― トウガン（ウリ科） 1 冬瓜　かもうり　とうぐは 44下
かやな･15ｳ かやな･9ｵ コウゾリナ（キク科） 2 かやな
かやのみ･14ｳ かやのみ･8ｵ カヤ（イチイ科） 2
からすのや･16ｵ･27ｳ からすのや･8ｳ タウコギ（キク科） 2 からすのや
からすふりのは･4ｵ からすうり･7ｵ
カラスウリ・キカラスウリ（ウリ科） 2 栝蔞　からす瓜 46上
― からすうりの根･7ｵ
かわほね･8ｳ かわほね･8ｳ コウホネ（スイレン科） 2
かわらさいこ･11ｳ ― カワラサイコ（バラ科） 1
かわらちや･27ｳ かはらちや･8ｳ あはたち カワラケツメイ（ジャケツイバラ科） 2
かわらな･16ｵ ― コオニタビラコ（キク科） 1
かわらしちこ･9ｳ はみくさ かはらしちこ･9ｵ カワラハハコ（キク科） 2 かわらしちこ
かんひやう･10ｵ ― フクベ（ウリ科） 1
ききやう･2ｵ ― キキョウ（キキョウ科） 1 桔梗　きゝよう 46上
きしきし･6ｵ ぎしぎし･16ｳ ギシギシ（タデ科） 2 羊蹄　し　俗ニしのね 51下
きふり･10ｵ ― キュウリ（ウリ科） 1 →きゅうりびき
きり･13ｳ ― キリ（ゴマノハグサ科） 1
くこ･14ｵ ― クコ（ナス科） 1
くじな･3ｵ くじな･11ｳ たんほゝ エゾタンポポ（キク科） 2 ぐしな 蒲公英［タンポヽ］ ぐしな
くつのは･4ｵ くぞの葉･11ｳ くずのは クズ（マメ科） 2
くり･14ｳ ― クリ（ブナ科） 1
くるみ･14ｳ ― オニグルミ（クルミ科） 1
くろまめ･17ｵ ― ダイズ（マメ科） 3
くわ･13ｳ ― クワ（クワ科） 1 くはこ 桑ノ実 くわご
― くはひ･14ｵ クワイ（オモダカ科） 2
くわんさう･2ｵ･20ｳ くはんそう･11ｳ ヤブカンゾウ・ノカンゾウ・ニッコウキスゲ　（ユリ科） 2 萱艸　くはんさう 44上 かんそう
― こうくわ･14ｵ ベニバナ（キク科） 2
― こくさぎ･14ｳ コクサギ（ミカン科） 2
ここみ･27ｳ ― クサソテツ（ウラボシ科） 1 こごみくぐみ
― ごぼう･12ｳ ゴボウ（キク科） 1 ごんぼ　　　 ごんぼう
― ごんがらび･14ｵ ごからび ガガイモ・イケマ（ガガイモ科） 2 蘿摩　ちゝくさ 51下
さいかち･13ｳ さいかちの葉･16ｵ サイカチ（マメ科） 2 さいかし（「かぶとむし」項） 38下
さゝけのは･3ｳ さゝぎの葉･15ｳ ササゲ（マメ科） 2 黎豆　ゐんげんさゝげ 43下 ささき 隠元 ささぎ
さといも･10ｳ ―
サトイモ（サトイモ科） 1 ○芋ノ茎［くき］         （「いも」項）
いもこ




さわくきたち･15ｳ ― ゴマナ（キク科） 1
したみ･13ｵ しだみ･17ｳ コナラ・ミズナラ（ブナ科） 2 吉利子樹　うぐひすのき 56下
しちこ･27ｳ はたけしちこ･2ｳ はゝこぐさ ハハコグサ（キク科） 2
しほて･28ｵ ― シオデ・タチシオデ（ユリ科） 1
しやせんさう･3ｳ しやぜんそう･17ｵ かいるは オオバコ（オオバコ科） 2 車前　おほばこ 52上
しろふり･10ｵ ― シロウリ（ウリ科） 1
すいかづら･1ｳ すひかづら･18ｳ スイカズラ（スイカズラ科） 2
すいくわ･9ｳ ― スイカ（ウリ科） 1 西瓜　すいくわ 45下




･6ｳ すめりひやう･18ｳ すべりひゆ スベリヒユ（スベリヒユ科） 2 莧　ひゆ 43下
すめひょう　 
すめりひょう
せきしやう･6ｵ･21ｳ ― ショウブ（サトイモ科） 1
せんまい･1ｵ･20ｳ ぜんまい･18ｵ ゼンマイ（ゼンマイ科） 2 迷蕨　ぜんまい 44上
そはから･12ｵ ― ソバ（タデ科） 1
たいこん･3ｵ 大こん･12ｳ ダイコン（アブラナ科） 1 大こん「（かもうり」項） 44下 →だえごんずげ
たひらこ･2ｳ ほとけのざ たびらこ･9ｳ タネツケバナ（アブラナ科） 2





ちさ･9ｵ･21ｳ ― チシャ（アブラナ科） 1
― ぢたぐり･5ｵ　　　ぢんだぐり･14ｳ










つくし･7ｵ ― スギナ（スギナ科） 3 土筆　つくつくし 44下
つたの葉･28ｳ ― ツルアジサイ（ユキノシタ科） 1
― つゆくさ･10ｵ ツユクサ（ツユクサ科） 2 鴨跖艸　あをばな《つきくさ・つゆくさ・うつしばな》 49上
― とうごぼう･3ｳ ヤマゴボウ（ヤマゴボウ科） 2 とうごぼう
ところ･7ｳ ところ･3ｵ オニドコロ（ヤマノイモ科） 2
とち･12ｳ とちの実･4ｵ トチノキ（トチノキ科） 2
とゝき･2ｵ･27ｵ ― ツリガネニンジン（キキョウ科） 1 沙参　しやじん 　           和名つりかねにんじん 48下
とほな･27ｵ どほな･4ｵ イヌドウナ（キク科） 2 どほなとほらな･16ｵ
とりあし･8ｵ･27ｵ ― トリアシショウマ（ユキノシタ科） 1
― どろぶ･4ｵ ドロノキ（ヤナギ科） 2
なすのは･3ｳ ― ナス（ナス科） 1
なつな･11ｳ ― ナズナ（アブラナ科） 1 薺　なづな 42下
にら･11ｵ ― ニラ（ユリ科） 1 韮　にら 41下
にんじん･11ｳ のにんじん･10ｳ シャク（セリ科） 2 胡羅葡［にんじん］                 （「防風ぼうふう」項） 64上
ぬすひとのあし･12ｵ ― オニノヤガラ（ラン科） 1 天麻　ぬすびとのあし 49下
ねき･10ｳ･21ｳ ― ネギ（ユリ科） 1 冬葱　ねぎ 41下 ねぶか 葱
ねなしかつら･11ｳ ― ネナシカズラ（ヒルガオ科） 1




オギク・ヤマシロギク（キク科） 2 □蒿　よめがはぎ 44上
のこぎりは･27ｵ のこぎりは･10ｳ われもこう ワレモコウ・ナガボノシロワレモコウ（バラ科） 2 のこぎりは
のゝひる･10ｳ のゝひる･10ｳ ノビル（ユリ科） 2 野蒜　のびる 41下
はこべ･7ｳ･21ｵ あさしらげ･15ｳ ハコベ（ナデシコ科） 2 蘩蔞　はこべら　はこべ 43上
はしばみ･14ｵ はしばみ･2ｳ ツノハシバミ（カバノキ科） 2 はしばみ
はす･7ｵ はすの葉･2ｵ ハス（ハス科） 2
はたけな･3ｵ ― コマツナ（アブラナ科） 1 菘　な 41上
はとな･27ｳ ― ヨブスマソウ（キク科） 1
はゝきゝ ･11ｳ はうきゞ ･2ｳ ホウキギ（アカザ科） 2
はひやう･6ｳ はびやう･2ｳ イヌビユ（ヒユ科） 2 莧　ひゆ 43下 はびょう
はらな･9ｵ かるかや・かにかや ― アブラガヤ（イネ科） 1
燕麥　かるかや　
一名しもぐさ 52下
ふき･3ｵ やまふき・みつふき ふき･13ｵ フキ（キク科） 2
ふじのは･5ｳ ふじの葉･13ｳ フジ（マメ科） 2
ふとうのは･6ｳ ― ブドウ（ブドウ科） 1
ぶな木の葉･28ｳ ぶなの木の葉･13ｳ ブナ（ブナ科） 2
へちま･10ｵ ― ヘチマ（ウリ科） 1
へびあさ･15ｳ･27ｳ へびあさ･3ｵ ハンゴンソウ（キク科） 2 へびあさ
ぼうふら･10ｵ たうなす・かほちや ― カボチャ（ウリ科） 1 南瓜　ぼうぶら 45上 かぼじゃ
ほと･7ｳ ほど･2ｳ ホド・ホドイモ（マメ科） 2
まくわ･9ｳ ― マクワウリ（ウリ科） 1 甜瓜　まくはうり 45下
まこものわかめ･11ｵ がつき･9ｵ マコモ（イネ科） 2 菰　こも 51上 がつぎ







みちしは･11ｵ ちからしは ― チカラシバ（イネ科） 1
みつな･15ｳ･27ｵ あみつ・あをみつ ― ウワバミ・トキホコリ（イラクサ科） 1
― みつはせり･17ｵ ミツバ（セリ科） 2
むくげ･12ｳ ― ムクゲ（アオイ科） 1 木槿　むくげ 55下
めどはき･28ｵ ― メドハギ（マメ科） 1
― めなもみ･16ｳ なもみ メナモミ（キク科） 2




山うつきの葉･29ｵ つらなし　かさは 山うつきの葉･12ｳ がざは タニウツギ（スイカズラ科） 2 海仙花　さつきばな 53下 やまうつぎ
やまごほう･4ｵ やまごぼう･12ｵ オヤマボクチ（キク科） 2 やまごぼう






なるこゆり･6ｵ･21ｳ ― ヤマユリ（ユリ科） 1
― にかゆり･23ｳ オニユリ（ユリ科） 1
よしのつの･4ｳ よしびこ･9ｳ あしつの ヨシ（イネ科） 2 →よしんぼ




ゑこな･16ｵ･28ｵ ゑごな･18ｵ ヒメザゼンソウ（サトイモ科） 2 えごな
ゑんしゆのは･29ｵ ゑんじゆの葉･18ｵ イヌエンジュ（マメ科） 2
動
物
かたかい･15ｵ ― マツカサガイ・カラスガイ・ドブガイ（イシガイ科） 2 かたかい












































































































































































　　YONEZAWA DIALECT（1875 年『 日 本 ア ジ ア 協 会 会 報 』 ３ 巻 所 収 ） に、In the 
pronunciation of certain syllables として、以下のように報ぜられている。
　　　In the pronunciation of certain syllables a distinction is made betweenイ andヰ ,both of 　　　　　
which are in  Tôkiô called i, the latter only retaining this sound, the former being called 　　　　　
é. Thus they commence the syllabary é, ro, ha, and say énu ‘a dog,’ éshi ‘a stone,’ but 　　　　　　
ido ‘a well,’ isha ‘a doctor.’
　　　As at Tôkiô, no distinction is made between the syllables エ and ヱ , but the initial Y 　　　　　　　
sound is invariably strongly pronounced, as Yéchizen, Yéchigo. The pronunciation ［145］ 　　　　 
according to the spelling Echizen, which form its use in the columns of the Japan Mail I 　　　　　
imagine to have the sanction of the highest authority, is not only never heard, but is
　　　hardly understood. 'Echigo' would be understood to mean the wild strawberry.　
（同誌3-2、1884年転載資料より）
　　この記述から、中央（東京）語の i は米沢方言の é に対応し、エについては特に語頭で
は Yé と意識的に言わない限り、米沢方言では「い」に理解されることが判る。単独母
音のイとエとの合一が進んでいたことを示す例である。ただし、語によっては単独母音































































表記例 Suberibiŭ や Numeribiŭ から知られるように、ウ列拗長音化を来たし、さらにオ
列長音へと交替してこのような語形を獲得したものと考えられる。このあたりの音韻史
的事情については、迫野虔徳（1998）に詳説されている。
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